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セ
ク
ト
色
を
隠
し
な
が
ら
労
組
、大
衆
団
体
へ
の
介
入
を
強
め
る
過
激
派

１ 

労
働
運
動
の
強
化
を
訴
え
る
一
方
で
、Ｊ
Ｒ
東
労
組
の

    

対
立
問
題
等
に
は
触
れ
な
か
っ
た
革
マ
ル
派

　

警
視
庁
は
、
平
成
一
六
年
三
月
二
五
日
、
東
京

都
江
東
区
内
に
所
在
す
る
革
マ
ル
派
非
公
然
ア
ジ
ト

「
深
川
ア
ジ
ト
」
を
摘
発
し
、
パ
ソ
コ
ン
、
携
帯
電

話
等
を
押
収
し
ま
し
た
。
今
回
摘
発
し
た
ア
ジ
ト
に

は
、
同
派
の
中
央
幹
部
で
労
働
運
動
を
指
導
し
て
い

た
と
み
ら
れ
る
非
公
然
活
動
家
等
二
人
が
在
室
し
て

い
た
こ
と
か
ら
、
同
ア
ジ
ト
は
、
労
働
部
門
を
担
当

す
る
指
導
部
の
非
公
然
ア
ジ
ト
で
あ
っ
た
と
み
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
四
月
か
ら
一
二
月
に
か
け
て
、
東
京
都
千

代
田
区
内
に
お
い
て
、
国
労
幹
部
宅
に
侵
入
し
た
容

疑
や
早
稲
田
大
学
学
生
部
長
宅
の
電
話
を
盗
聴
し
た

容
疑
等
で
指
名
手
配
中
の
非
公
然
活
動
家
五
人
を
そ

れ
ぞ
れ
逮
捕
し
ま
し
た
。　
　

　

こ
う
し
た
中
、
同
派
は
、
一
六
年
中
、
過
労
死
、

自
殺
、
早
期
退
職
等
の
労
働
問
題
に
焦
点
を
当
て
、

教
育
、
郵
政
、
自
治
体
等
に
お
け
る
労
働
運
動
の
強

化
を
訴
え
、
機
関
紙
等
で
政
府
や
労
働
組
合
執
行
部

を
批
判
す
る
と
と
も
に
、
日
教
組
、
全
教
、
Ｊ
Ｐ
Ｕ

（
旧
全
逓
）、
自
治
労
等
の
主
要
労
働
組
合
が
主
催
す

る
定
期
大
会
等
に
活
動
家
を
動
員
し
て
ビ
ラ
配
布
等

に
取
り
組
み
ま
し
た
。
一
方
で
、
Ｊ
Ｒ
東
労
組
内
で

一
四
年
か
ら
継
続
し
て
い
る
元
顧
問
を
絶
対
視
す
る

執
行
部
を
支
持
す
る
グ
ル
ー
プ
と
、
こ
れ
に
反
発
し

て
中
央
常
任
委
員
を
辞
任
し
た
八
人
等
を
支
持
す
る

グ
ル
ー
プ
の
対
立
問
題
に
は
、
革
マ
ル
派
は
一
切
反

応
を
示
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

大
衆
運
動
を
め
ぐ
っ
て
は
、
反
戦
闘
争
の
ほ
か
、

反
原
発
、
反
基
地
闘
争
等
に
積
極
的
に
取
り
組
み
ま

し
た
。
イ
ラ
ク
問
題
で
は
、
一
五
年
末
の
「
自
衛
隊

の
イ
ラ
ク
派
遣
基
本
計
画
」
の
閣
議
決
定
以
降
、「
日

本
国
軍
の
イ
ラ
ク
出
兵
阻
止
」
を
訴
え
、
航
空
自
衛

隊
小
牧
基
地
（
愛
知
県
）、
陸
上
自
衛
隊
旭
川
駐
屯

地
（
北
海
道
）
等
の
現
地
で
、
独
自
の
集
会
、
デ
モ

等
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
特
に
、
一
六
年
二
月
一
五

日
、
陸
上
自
衛
隊
本
隊
の
第
一
次
派
遣
を
と
ら
え
た

「
旭
川
現
地
闘
争
」
に
は
、
地
方
で
の
取
組
み
と
し

て
過
去
最
高
の
約
五
〇
〇
人
の
活
動
家
を
全
国
か
ら

動
員
す
る
な
ど
、
盛
り
上
が
り
を
み
せ
ま
し
た
。

　

反
戦
闘
争
に
お
け
る
同
派
の
主
張
の
特
徴
は
、「
イ

ラ
ク
に
お
け
る
外
務
省
職
員
殺
害
事
件
」（
一
五
年

一
一
月
二
九
日
）
を
始
め
、「
ス
ペ
イ
ン
・
マ
ド
リ
ー

ド
に
お
け
る
同
時
多
発
列
車
爆
破
テ
ロ
事
件
」（
一
六

年
三
月
一
一
日
）、「
イ
ラ
ク
に
お
け
る
三
邦
人
人
質

事
件
」（
四
月
七
日
）
等
に
対
し
、「
ブ
ッ
シ
ュ
大
統

領
や
Ｃ
Ｉ
Ａ
に
よ
る
謀
略
」
等
と
「
権
力
謀
略
論
」

に
基
づ
く
主
張
を
唱
え
て
い
る
こ
と
で
す
。

革マル派非公然アジト（３月、東京）



２ 

青
年
労
働
者
の
獲
得
を
柱

に
労
働
運
動
へ
の
介
入
を

強
め
、「
国
際
連
帯
」
に
も

取
り
組
ん
だ
中
核
派

　

中
核
派
は
、
国
内
最
大
の
テ
ロ
組
織
で
す
。
同
派

は
、
規
約
に
「
軍
事
委
員
会
」
を
明
記
し
、
非
公
然

組
織
を
有
し
て
い
ま
す
が
、
二
年
の
「
九
〇
年
天

皇
・
三
里
塚
決
戦
」（
一
二
四
件
の
「
テ
ロ
、ゲ
リ
ラ
」

事
件
を
敢
行
）
以
後
、
武
装
闘
争
一
辺
倒
で
は
革
命

に
向
け
て
限
界
が
あ
る
と
し
て
テ
ロ
、
ゲ
リ
ラ
を
控

え
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
同
派
の
方
針
は
、
将
来
の

武
装
闘
争
に
備
え
て
「
テ
ロ
、
ゲ
リ
ラ
」
戦
術
を
堅

持
し
つ
つ
、
一
時
的
に
組
織
拡
大
の
た
め
労
働
運
動

中
心
の
活
動
に
重
点
を
置
く
（
三
年
「
五
月
テ
ー
ゼ
」

等
）
と
す
る
も
の
で
テ
ロ
、
ゲ
リ
ラ
を
放
棄
し
た
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

中
核
派
は
、
一
五
年
夏
の
政
治
集
会
で
「
新
た
な

指
導
方
針
」
の
名
の
下
に
「
労
働
運
動
強
化
」
路
線

を
打
ち
出
し
、特
に
、青
年
労
働
者
の
獲
得
を
ね
ら
っ

て
、
一
二
月
に
は
「
マ
ル
ク
ス
主
義
青
年
労
働
者
同

盟
」
の
再
建
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
一
六
年
の
機

関
紙
「
前
進
」
の
年
頭
ア
ピ
ー
ル
に
お
い
て
も
労
働

運
動
の
強
化
を
訴
え
て
「
マ
ル
青
労
同
」
の
一
、
〇

〇
〇
人
建
設
や
「
四
大
産
別
」（
注

：

同
派
は
、
自

治
体
、
郵
政
、
教
育
、
Ｊ
Ｒ
の
産
業
別
労
組
を
「
四

大
産
別
」
と
呼
称
し
て
い
る
。）
に
対
す
る
オ
ル
グ

を
重
点
に
取
り
組
む
方
針
を
示
し
ま
し
た
。

　

同
派
が
最
も
重
視
し
た
「
一
一
月
労
働
者
集
会
」

（
一
一
月
七
日
、
東
京
都
）
で
は
、「
万
余
の
結
集
」

を
目
標
に
掲
げ
て
強
力
に
取
り
組
み
、
米
国
の
「
国

際
港
湾
倉
庫
労
働
組
合
」、
韓
国
の
「
韓
国
民
主
労

働
組
合
総
同
盟
」
関
係
者
を
招
請
す
る
と
と
も
に
、

幅
広
く
労
組
等
に
参
加
を
呼
び
掛
け
た
結
果
、
同
集

会
と
し
て
は
過
去
最
高
の
約
二
、三
五
〇
人
を
集
め

ま
し
た
が
、
同
派
が
掲
げ
る
目
標
に
は
大
き
く
及
び

ま
せ
ん
で
し
た
。
一
方
、
大
衆
運
動
で
は
、
同
派
が

イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
取
る
「
百
万
人
署
名
運
動
」
が
中

心
と
な
っ
て
反
戦
運
動
を
重
点
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、「
イ
ラ
ク
開
戦
一
周
年
」
の
三
月
二
〇
日
に
は
、

米
国
反
戦
団
体
「
Ａ
・
Ｎ
・
Ｓ
・
Ｗ
・
Ｅ
・
Ｒ
」
が

提
唱
し
た
「
国
際
反
戦
共
同
行
動
デ
ー
」
に
合
わ
せ

て
、
超
党
派
の
「
陸
・
海
・
空
・
港
湾
労
組
二
〇
団
体
」

が
主
催
し
た
集
会
（
東
京
都
、
全
体
約
一
万
人
）
に

約
二
、一
〇
〇
人
を
動
員
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
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ま
た
、
同
派
は
、「
米
軍
ヘ
リ
墜
落
事
故
」（
八
月

一
三
日
、
沖
縄
県
）
等
に
敏
感
に
反
応
し
、
党
派
色

を
隠
し
て
一
般
学
生
や
市
民
等
を
巻
き
込
ん
だ
抗
議

行
動
に
取
り
組
ん
だ
ほ
か
、「
神
戸
市
須
磨
区
小
学

生
殺
人
等
事
件
」
の
加
害
者
が
医
療
少
年
院
か
ら
仮

退
院
（
三
月
一
〇
日
）
し
た
こ
と
に
対
し
て
は
、
同

派
が
事
件
発
生
当
初
か
ら
訴
え
て
い
る
「
権
力
謀
略

論
」
に
基
づ
き
、
改
め
て
「
Ｃ
Ｉ
Ａ
に
よ
る
謀
略
」

を
主
張
し
ま
し
た
。

　

革
マ
ル
派
は
、
一
七
年
も
Ｊ
Ｒ
を
始
め
教
育
、
郵

政
等
の
基
幹
産
業
の
労
働
組
合
に
お
け
る
勢
力
の
維

持
、
拡
大
を
図
る
た
め
、
労
働
運
動
へ
の
取
組
み
を

強
化
す
る
と
と
も
に
、
憲
法
や
教
育
基
本
法
改
正
等

の
問
題
を
と
ら
え
た
大
衆
運
動
へ
の
介
入
を
強
め
る

一
方
で
、Ｊ
Ｒ
関
係
者
や
中
核
派
等
の
対
立
セ
ク
ト
、

警
察
に
対
す
る
違
法
な
調
査
活
動
を
行
う
お
そ
れ
が

あ
り
ま
す
。

中核派系デモ（11月、東京）



れ
ら
の
闘
争
は
、「
百
万
人
署
名
運
動
」
が
「
成
立

阻
止
」
を
掲
げ
て
い
た
有
事
関
連
七
法
が
六
月
一
四

日
に
成
立
し
、
主
要
闘
争
課
題
を
失
っ
た
こ
と
や
、

イ
ラ
ク
へ
の
自
衛
隊
派
遣
が
数
次
に
わ
た
り
、
反
対

世
論
の
盛
り
上
が
り
も
薄
れ
て
き
た
こ
と
な
ど
に
よ

り
衰
退
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
に
代
わ
っ
て
九
月
の
「
百
万
人
署
名
運
動
」

全
国
集
会
で
は
「
日
の
丸
・
君
が
代
」
問
題
と
「
教

育
基
本
法
改
正
」
問
題
を
主
要
な
闘
争
課
題
に
据

え
る
こ
と
と
な
り
、
そ
の
後
、
両
問
題
を
通
じ
た

組
織
拡
大
を
ね
ら
っ
て
、
超
党
派
の
教
職
員
関
係
者

が
主
催
す
る
「
教
育
基
本
法
の
改
悪
を
と
め
よ
う
！

一
一
・
六
全
国
集
会
」
に
約
二
七
〇
人
を
動
員
す
る

な
ど
、
大
衆
運
動
へ
の
介
入
を
強
め
ま
し
た
。

　

同
派
は
、一
七
年
も
引
き
続
き
「
労
働
運
動
強
化
」

路
線
の
下
、青
年
労
働
者
の
獲
得
を
最
重
点
に
教
育
、

自
治
体
等
の
労
働
組
合
に
対
す
る
オ
ル
グ
活
動
を
強

め
、
組
織
拡
大
を
目
指
す
も
の
と
み
ら
れ
ま
す
。
同

時
に
「
百
万
人
署
名
運
動
」
を
中
心
に
、
党
派
色
を

極
力
隠
し
て
「
教
育
基
本
法
改
正
」
問
題
等
の
闘
争

課
題
に
対
す
る
取
組
み
を
強
め
な
が
ら
、
大
衆
運
動

の
盛
り
上
げ
を
図
る
も
の
と
み
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、

同
派
は
、
東
京
都
議
会
議
員
選
挙
に
唯
一
当
選
経
験

の
あ
る
候
補
者
を
擁
立
す
る
方
針
を
決
め
た
こ
と
か

ら
、
一
七
年
の
上
半
期
は
、
選
挙
で
の
支
持
拡
大
等

に
組
織
を
挙
げ
て
取
り
組
む
も
の
と
み
ら
れ
ま
す
。

３ 

再
び
主
流
派
・
反
主
流
派
の

対
立
が
激
化
し
た
革
労
協

　

革
労
協
反
主
流
派
は
、
一
六
年
中
に
、「
防
衛
庁

に
向
け
た
飛
翔

し
ょ
う

弾
発
射
事
件
」（
二
月
一
七
日
）
と
、

「
陸
上
自
衛
隊
朝
霞
駐
屯
地
に
向
け
た
飛
翔
弾
発
射

事
件
」（
一
一
月
七
日
）
の
二
件
の
ゲ
リ
ラ
事
件
を

引
き
起
こ
し
ま
し
た
。
同
派
は
両
事
件
に
対
し
て
声

明
で
犯
行
を
認
め
ま
し
た
。
同
派
は
、
年
頭
に
反
戦

闘
争
を
最
重
点
と
す
る
方
針
を
示
し
、
イ
ラ
ク
へ
の

自
衛
隊
派
遣
に
つ
い
て
「
革
命
軍
の
自
衛
隊
イ
ラ
ク

出
兵
阻
止
を
か
け
た
ゲ
リ
ラ
戦
闘
を
切
っ
先
に
、
イ

ラ
ク―

全
世
界
労
働
者
人
民
の
実
力
・
武
装
の
闘
い

に
国
際
連
帯
を
も
っ
て
応
え
て
い
く
自
衛
隊
イ
ラ
ク

出
兵
阻
止
闘
争
の
大
爆
発
を
か
ち
と
れ
」
と
主
張
し

て
い
ま
し
た
。

　

革
労
協
は
、
一
一
年
の
分
裂
以
降
、
主
流
派
、
反

主
流
派
の
激
し
い
対
立
が
続
い
て
お
り
、
六
月
二
日

に
、
都
内
に
お
い
て
反
主
流
派
活
動
家
三
人
が
数
人

の
男
に
襲
撃
さ
れ
、
う
ち
二
人
が
殺
害
さ
れ
る
事
件

が
発
生
し
ま
し
た
。
現
場
の
状
況
か
ら
、
主
流
派
に

よ
る
内
ゲ
バ
事
件
と
み
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

本
件
は
、
一
三
年
五
月
、
千
葉
県
内
で
主
流
派
幹

部
が
殺
害
さ
れ
た
内
ゲ
バ
事
件
以
来
、
ほ
ぼ
三
年
振

り
に
発
生
し
た
も
の
で
す
。
両
派
の
分
裂
以
降
、
内

ゲ
バ
事
件
は
一
三
件
発
生
し
、
死
者
が
八
人
（
主
流

派
五
人
、
反
主
流
派
三
人
）
と
な
っ
て
い
ま
す
（
本

件
内
ゲ
バ
容
疑
事
件
を
除
く
。）。
本
件
に
関
し
て

主
流
派
に
よ
る
犯
行
声
明
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
反
主

流
派
は
、
機
関
紙
で
、
主
流
派
に
対
し
「
可
及
的
速

や
か
に
、
日
本
階
級
闘
争
か
ら
消
去
す
る
」
な
ど
と

報
復
宣
言
を
し
ま
し
た
。
ま
た
、
両
派
は
、
一
五
年

一
〇
月
二
八
日
、
福
岡
市
内
に
お
い
て
、
日
雇
い
労

働
者
に
対
す
る
オ
ル
グ
の
主
導
権
を
め
ぐ
る
争
い
か

ら
、
集
団
暴
行
事
件
を
起
こ
し
、
警
察
は
、
捜
査
の

結
果
、
一
六
年
四
月
か
ら
五
月
に
か
け
て
、
主
流
派

革労協反主流派による「陸上自衛隊朝霞駐屯地に
向けた飛翔弾発射事件」の発射装置（11月、埼玉）
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一
六
年
四
月
一
日
、
新
東
京
国
際
空
港
公
団
は
民

営
化
さ
れ
、
成
田
国
際
空
港
株
式
会
社
（
以
下
「
成

田
空
港
会
社
」
と
い
う
。）
に
移
行
し
ま
し
た
。　

　

成
田
空
港
会
社
は
、
暫
定
平
行
滑
走
路
の
誘
導
路

が「
へ
」の
字
型
に
屈
曲
し
て
い
る
要
因
で
あ
る「
天

神
峰
現
闘
本
部
」
の
建
物
収
去
と
土
地
の
明
渡
し
を

求
め
千
葉
地
裁
に
提
訴
す
る
な
ど
、
完
成
に
向
け
た

諸
施
策
を
積
極
的
に
進
め
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
動
き
に
対
し
て
、
反
対
同
盟
北
原
グ

ル
ー
プ
は「
天
神
峰
現
闘
本
部
裁
判
を
支
援
す
る
会
」

を
設
立
し
ま
し
た
。
ま
た
、
過
激
派
は
「
ゲ
リ
ラ
戦

を
先
頭
と
し
た
実
力
闘
争
・
武
装
闘
争
の
大
爆
発
で

農
地
強
奪
攻
撃
を
打
ち
返
し
、
空
港
廃
港
を
か
ち
と

ろ
う
」
な
ど
と
反
発
を
強
め
ま
し
た
。

　

一
六
年
中
、
成
田
現
地
で
の
全
国
規
模
の
集
会
、

デ
モ
は
二
回
取
り
組
ま
れ
、「
三
・
二
八
全
国
総
決
起

集
会
」
で
は
約
五
一
〇
人
、「
一
〇
・
一
〇
全
国
総

決
起
集
会
」
で
は
約
四
九
〇
人
を
動
員
し
ま
し
た
。

　

過
激
派
は
、「
成
田
は
反
戦
の
砦
」
と
位
置
付
け

て
お
り
、
今
後
も
息
の
長
い
現
地
闘
争
が
続
く
も
の

と
み
ら
れ
ま
す
。

　

成
田
闘
争
関
連
の
「
テ
ロ
、
ゲ
リ
ラ
」
事
件

は
、
一
六
年
中
は
発
生
し
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
堂
本

千
葉
県
知
事
が
、
一
六
年
四
月
の
市
町
村
長
と
の
懇

談
会
の
席
上
、
千
葉
県
収
用
委
員
会
の
再
建
に
関
し

て
「
慎
重
か
つ
大
胆
に
考
え
て
い
る
」
な
ど
と
発
言

し
た
こ
と
を
と
ら
え
、
過
激
派
は
、「
許
す
こ
と
の

で
き
な
い
挑
戦
だ
。
千
葉
県
と
堂
本
知
事
に
断
固
た

る
反
撃
を
た
た
き
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
な
ど

と
主
張
し
ま
し
た
。

　

一
七
年
は
、
暫
定
平
行
滑
走
路
の
完
成
を
目
指
す

成
田
空
港
会
社
や
、
一
六
年
一
二
月
に
機
能
を
回
復

し
た
千
葉
県
収
用
委
員
会
の
動
き
に
対
し
、
過
激
派

が
危
機
感
を
募
ら
せ
る
こ
と
は
必
至
で
あ
り
、
千
葉

県
、
成
田
空
港
会
社
、
国
土
交
通
省
関
係
者
等
を
ね

ら
っ
た
「
テ
ロ
、
ゲ
リ
ラ
」
事
件
を
引
き
起
こ
す
お

そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

成田闘争のデモに取り組む過激派（10月、千葉）

活
動
家
六
人
、
反
主
流
派
活
動
家
一
人
を
逮
捕
し
ま

し
た
。

　

大
衆
闘
争
で
は
、
反
主
流
派
が
自
衛
隊
の
イ
ラ
ク

派
遣
問
題
を
中
心
と
す
る
反
戦
闘
争
に
重
点
を
置
い

て
取
り
組
み
、
主
流
派
は
、
成
田
闘
争
を
中
心
に
取

り
組
み
、
秋
の
全
国
集
会
前
に
初
め
て
千
葉
市
内
で

独
自
の
集
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

一
七
年
は
、
相
手
勢
力
の
切
り
崩
し
や
大
衆
運
動

の
主
導
権
争
い
等
対
立
の
激
化
が
予
想
さ
れ
、
内
ゲ

バ
の
報
復
が
行
わ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

４ 

公
団
の
民
営
化
後
、
新
た
な

展
開
を
み
せ
る
成
田
闘
争
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５ 

過
激
派
対
策
の
推
進

　

警
察
は
、
各
種
法
令
を
適
用
し
、
過
激
派
の
潜
在

的
違
法
事
案
を
掘
り
起
こ
す
な
ど
事
件
捜
査
の
徹
底

を
図
る
と
と
も
に
、ア
パ
ー
ト
、マ
ン
シ
ョ
ン
等
に
対

す
る
ロ
ー
ラ
ー
を
継
続
し
て
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ポ
ス
タ
ー
等
を
活
用
し
て
広
範
な
広
報
活

動
を
積
極
的
に
推
進
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
対
策
を

推
進
し
た
結
果
、
一
六
年
中
に
革
マ
ル
派
非
公
然
ア

ジ
ト
一
か
所
を
摘
発
す
る
と
と
も
に
、
非
公
然
活
動

家
一
〇
人
を
含
む
五
二
人
の
過
激
派
活
動
家
を
検
挙

し
ま
し
た
。

　

警
察
で
は
、
引
き
続
き
過
激
派
に
よ
る
各
種
違
法

行
為
の
取
締
り
及
び
非
公
然
ア
ジ
ト
の
摘
発
、
指
名

手
配
被
疑
者
等
非
公
然
活
動
家
の
発
見
、
検
挙
に
努

め
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。




